
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

大阪狭山市家庭教育支援チーム 

 （呼称：「狭山中・南中・第三中家庭教育支援チーム」） 

 

②活動拠点 大阪狭山市 教育支援センター「フリースクールみ・ら・い」 

③活動範囲 大阪狭山市内全域 

④組織体制 

 

  16 人 

・家庭教育サポーターリーダー 2 人 

・メンタルフレンド ２人 

・市教委指導主事 1 人 

・大学教授 １人  

・退職校長 ２人  

・SC 5 人   ・SSW 3 人   

 

⑤活動開始年度 平成 20 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

大阪狭山市教育委員会事務局教育部学校教育グループ 

（TEL）072-366-0011   （E-mail）gakkou@city.osakasayama.osaka.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☐保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

家庭教育サポーターリーダーが 2 人ペアとなり、不登校や問題行動など

課題のある児童生徒を持つ保護者に対し、戸別訪問を通して、保護者や児

童生徒への相談活動及び学習支援を実施している。 

必要に応じて、関係機関や専門家（市生活援護グループ・市子育て支援

グループ・社会福祉協議会・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワー

カー・大学教授等）と連携し、必要な支援方法について研究をしている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

 母親と子どもの心を開くことができた。 

 学校と家庭のつなぎ役となった。 

 児童生徒の不登校を克服できた。 

 学校（校内教育支援センター含む）に行きづらい子どもの居場所となった。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


